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今日は７３年目の５．３憲法記念日です

コロナ災害でいのちと生活が脅かされています

だからこそ基本的人権、生存権をしっかりと！

●今日、５月３日は平和憲法が施行されてから７３年目の憲法記念日です。

憲法前文 「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、

平和のうちに生存する権利を有することを確認する」

第 25 条「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。

２ 国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆衛生

の向上及び増進に努めなければならない」

コロナ災害で世界と日本の人々が脅かされている時に、この憲法の精神と理念

は極めて大切になってきています。

●しかし、この最中にあっても「もっと強力な緊急事態条項を憲法入れるべき

だ」との議論も繰り返されています。戦争で人間の命を軽んじ奪おうとする人

々は、感染症でも、まともな対策も取れないと思います。

●残念ながら、全国で５．３護憲集会の会場は使用禁止にされています。しか

し、いのちと生活を守る憲法の前文も、第９条も、第２５条も、この時だから

こそ、さらにしっかりと大切さが確認できたと考えます。

（山田）

２．私たちはゴミ量増化で疲れ、感染症にも脅かされています

山梨 依田かつみ

私たちはゴミの排出量の増量化で疲れています

私は甲府市の家庭から出されるごみを回収する職場で働いています。
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甲府市では「家庭形の可燃ごみの収集運搬業務」は民間に委託され、毎日３

０台の塵芥車、６０人の作業員が業務に取り組んでいます。

私たちの仕事は指定された集積所を回り、そこに出されているゴミ袋を塵芥

車に積んで環境センターのピットに降ろす、これを一日３～５回程度繰り返し

ます。

私たちが月曜日から土曜日までに運ぶゴミの重量はおよそ２５トン。軽自動

車の重量が６９０キロですので、軽自動車３６台分のゴミを２名の作業員で運

んでいる計算になります。

甲府市からは塵芥車３０台、作業員６０人分の予算で委託されているために、

余剰人員もなく休みが取りにくい環境にあります。また、慢性的な疲労や腰痛

を抱える職員も多くいます。

そのような職場環境の中で、今回の新型コロナウイルスは私たちにとってさ

らに困難な状況をもたらしています。

特に甲府市の小中学校の臨時休業が始まった３月３日以降から各家庭から排

出されるごみの量が増え始め、４月２０日に「山梨県における緊急事態措置」

が出されてからは、家庭での消費行動が増えたことでさらに増えています。私

を含め作業員の肉体的な疲労は日に日に蓄積され、そのことが作業中の大きな

怪我や事故などに繋がりはしないかと不安になります。

新型コロナウイルスの感染の不安も

さらには、新型コロナウイルスの感染リスクについてです。先ほどゴミ袋を

塵芥車に入れると記しましたが、実際には集積所では、ゴミ袋が破れていたり

してゴミが散乱していることもあります。また、袋の口がきちんと結ばれてい

ないために、持ち上げた際にゴミがこぼれることも。

集積所が汚れたまま次の集積所に移動するわけにもいかず、散乱しているゴ

ミを掃いて片付けます。多少のゴミであれば手で拾ってそのまま車に入れるこ

ともあります。

使用済みのティッシュペーパー、マスク、紙おむつ、ペットボトルなどは感

染者のウイルスが付着している恐れのあるゴミも出ています。私たち作業員の

誰もが、「出されたゴミが“感染者のもの”だったら・・・」と、新型コロナ

ウイルスの感染リスクと不安を抱えながら作業を行っているのです。

また、ゴミを降ろす甲府・峡東クリーンセンターでは破砕したゴミの破片、

チリ、ほこり等がピットの中に漂っています。平時ではあまり気にもしません

でしたが、感染の恐れがある新型コロナウイルスのとの戦いの中では不安です。

感染症予防はマスクぐらいで、それも足りません

さらに私の職場から新型コロナウイルスの感染者がでたら、私たち職場がク

ラスター化する恐れがあります。職場がクラスター化したことによって、閉鎖

された事業所も出ています。そうなれば誰が塵芥車を運転するのでしょうか。

発注者である甲府市からは感染予防に関しての具体的な対策についての指示

は無く、マスクが支給されただけです。そのマスクも２日に一枚分なので、職

員が各自で調達したり洗って使用するなどしています。



新型コロナウイルスの感染リスクについては、職員一人ひとりが気を付け

る？以外に無い状態が続いているのが現状です。

小泉進次郎環境大臣のポエムにうんざり。

小泉進次郎環境相は４月２８日の記者会見で、新型コロナウイルスの感染リ

スクが高い状況下で働く私たちの事を心配し、国民にたいして「激励や感謝の

気持ちをゴミ袋に描くことを」提案し「そのことが私たち作業員の励みになる」

とのポエムを発表しました。

実際に袋に書かれた感謝のメッセージを受け取ることで、私たち作業員も市

民とともに新型コロナウイルスとの戦いにくじけずに進む事ができます。

しかし、そのことで私たち作業員の新型コロナウイルスの感染リスクが回避

されることも、疲労の蓄積が軽減も出来るわけではありません。

本当に必要なことは、ゴミ袋の口を縛る際は綺麗に、またゴミ袋が破れたり

溢れたりしないように詰め込みすぎるのをやめましょうとか、マスク等のウイ

ルスに汚染されている可能性のあるものの出し方など、小さなことでいいから

市民が感染防止に今できることを示すことです。

政府は「非常事態宣言」を一カ月延期することを表明しています。私たちの

職場の厳しい環境はいつまで続くのでしょうか。

行政は私たち作業員にだけ、ごみ収集の現場における新型コロナウイルスの

感染リスクとの戦いを押し付けずに、具体的なゴミの減量化策、人員の確保、

感染リスクの回避策を策定すべきです。

最後に、ソファーでお茶を飲みながら優雅な休日を過ごす総理大臣にも、私

たちのゴミ収集の実情を理解して欲しいと思います。



３．甲府市内に配布予定のチラシです。

ここでは全国共通部分のみ掲載しますのでお使いください。

４．注目すべき主な新聞報道です






